




































Standing by those who resist the prevalent definition of recovery in the Tohoku Region
─ 2 ─
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第４号
ている人々の多くは大きくうなずき、また、そうだと声には出さなくても共感しているような表情の人、複雑な様子の
人……。この曲が終わった時、とても大きな拍手が起こったのが印象的であった。私も深く引き込まれた。
午後1時過ぎからは団地の自治会長と元商工会長の2人の方から、これまでのことや現状、今後のこと等を詳しくう
かがう第2部があった。2011年3月の震災・原発事故のことはもう終わったこと、ちょうど 2020年度で「復興・創生
期間」は終了する、さあ、次は2020年の東京オリンピックだ、と言われているように思う。交流会に参加した人たち
の中には、そうした思いを口にする人もあった。3時半過ぎまで質問等意見交換もあり、第1部の餅つきや演奏・合唱
に加え、どちらも大事な企画だと思った。
しかし、テレビ局は第1部の途中でもう引き上げていた。取材目的でやって来て最後まで残っていたのは、私の他、
横須賀在住のフリージャーナリストの方だけだった。この方は震災直後から福島へ通い「民の声新聞」という電子媒体
を発行してきた方である。お会いするのは初めてであったが、以前から私が時折チェックしてきた媒体であったので、
似たような関心を持つ者はどこかでつながるのだろうなと思った。確かな視点からの丁寧な取材を通して、取材を受
けた人々からの信頼を得てきた方のようだった。交流会では参加している色々な方から声をかけられていた。
この国はいったい何を目指し、どこへ向かおうとしているのか。
私は、真理の探究を大学の使命と考え、研究教育を行ってきた。大学教員である限りはそれを忘れないようにした
いと思う。見えないもの、隠されて見えにくくされているものをあぶり出し、その持つ意味を明らかにし、よりマシな
未来を描くために考える。私は、これからも社会学・民俗学の立場から、「復興」という他者からの状況定義に抗う
人々と共に、生活再建の現実を捉えていきたい。
靏　　理　恵　子
（観光コミュニティ学部長）
